
Ⅰ　問題の提起
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斡！司の貿易・外資政策と産業構造の変容
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Ⅱ　韓国貿易の特徴
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自主的le経済再編成を悶難にした。

第竺の特徴としては貿易対象国が局限されてい

たことである。

経済的自＇＞＼，
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自国の復戦後西欧先進国はアメリカを除いて，
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海外市況にうとく外貨準備もなかった韓国は，

アメリカからのあてがわれ輸入と交易条件を無視

した盲目輸出で，全く自律性のない貿易を余儀な

くされた。それに当時は政治不安による資本の海

外逃避を防止する罰的で， 1951年まで個別的輸出

許可制をとったので，民間貿易は仲ぴずほとんど

政府の直接輸出であった惜2）。
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その経

済的支配に苦しんでいたのとは違って，緯国i土日

本資産を全部没収，固有化したにもかかわらず，

これを有効に民族資本形成に結びつけることがで
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動乱復興期 0953～1960年）の貿易商'5111溝成をま

とめたのが第2表であるコとこでも食糧および原

料の輸出，製品および機械の輸入といった在来の

惇，権益をそのまま遺産としごう tト yぎ，
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(LIJ所〉大件民凶 財務部 開院 lc,j 「港，：＞~月政j、ただし動Eしによる資料紛失のため、仁川，ソウル，議111税関の

J己主立によとjもので、あるつ

その後1目。年半年riJ!t!im Ith定の締結と隣国銀行の

削立を契機に、工りペペ民「；：in弘が開始されたが＼

貿弓取引すミ務経験の不足，［1~1努f戸市山未整備，そ

れにdrJ外市場調査の不備等て＼民間貿易は発展せ

ず，相手国も依然3白どけであった。

20 

長後に，韓国貿易の特徴として恒久的な入超で

おらことがあげられるつ先illi回のJ支主任革新にfドう

天然資源、への福要減少傾向と白Illの農業保護政策

などから，一次産品のltl:界的需給は停滞傾向をみ

せ，その国際価格は｛氏下し、そのうえ一次産品の
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III 貿易・外資政策と産業構造の変存

-J;V,tiこす1坊・外資政策は経済政策の‘環として，

i終｛；－性のある有機的運｝りによってのみ予定の効果

ん期待てきる、 l/J• るに発M途上国においては，

H々にして政策が総台性合欠き，個々の政策相互

lf',J ,1i;r1£繋が不十分である。

持11才の貿易・外資政策i土単なるIII際収支改汚も

しく t土J:fi要外貨確保川手段にとどまらず，さらに

進んで工業化推進の派手IJ)Jとしての機能を期待さ

A i口、お人：けに，政策肉体山一貫性はもじんん，

その他山政策に kよ：.， HJJlffii的補強，調整が必要であ

った。この政策関山述l\sltl を｝~体的実例に上〉ぐ

NDt.：見切 J －~－る。

1. 一般経済政策との連関

民坊・外資政策の有効性は一般経済政策特に財

政政策，会融政策，物価対策等によ J て大きく左

1 i主れる。無，di由iな通貨艦発，赤字財政i士通貨を

ll糾長せしめ，社外X::,1キレートは悪化し，国内物｛1!11

にはねかえるοp~九，＇u' ，＇＇戸）i/i 

からさらにヰll］流iし， インフレはいちだんと昂進す

る。このような状批下では政府の各種の施策，た

とえば輪出報償制度，特恵措置にしてもほとんど

実効がなし、。感性インフレは輸出意欲をそぐばか

りでなく，かえ ＇） ζ輸入t曽加現象を誘発し，間悦

i；車生てをも ・） てしてもこitをtiI市リできなか ＇） た。そ

のため物価騰貨がはげしし、ので，輸入商品に現行

I.Ill悦L約こ追加iして，市場｛出i格との差額を追加l徴収

する H的で特別関税が諜せられた（註1）。

中央銀行の独l"l性は先進国に比べて著しく制約

されており，政府の御用機関的性格がつよレので

2I 
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段階（百・ i'J ・ 1立）にK分し，差別的な俊J~J昔置企

,;i｝じえいるc

校；に輸入抑制策としては、経済発反；こ緊要な施

日立、機械，原料の輸入確保全期するために，輸入

if~1':/1 を i’ i 動本認M, Ii, J午11J害lj当 i'~， Ii，禁止品日に

:l大＼JIJL統fBiJした。

中山iii＼産主，半品i入代替産：長，＃；卒干；，r.;'.ff:（，ニf「t受：の♂

I iがi'l臣JJ示一E、」；ll iとしてi註f史；i乙白，0（，ニE正！Jt及；j)j1.,， 

弓；ι不）lJなjl'fii'd1, n :t ,¥h ;IJ:Ji: e山：／ii＇！，または禁止

11H11 lJとなっjこG

そのうえ，総合的な年度刀lj貿易ii十回一iこ輸入商品

耳切！の輸入数民，金額の限度を定めてあって，外

貨使用が許1iJ高I］になっているので恋意的な輸入は

尖際できない仕組みである。

輸入が＂午可された場 A 合でも，投機的な大量輸入

をおさえる意味で、輸入認証時に輸入担保全の積立

を条｛寸づけているので，業者ーの資金事情からして

必要以上の思惑輸入は不可能で、ある。

輸入許可基準で、は輸出実績が第 1に参酌される

ので，実質的な輸出入リンク制とみられる。韓国
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l土CATT加入ど世界的な貿易白山（ヒ{L'¥'.{i{,1にそい，

形式的；こは輸入緩和措置t/tJi;：士と〉／こがラ輸入抑

制方針tiなA「〉変わるとこ九がないコ

包括的にし、 Jて長助政策；j、子）字レ特iLI焚励~

と厳協か料，j7,J:見;J;iJを：l七；： L！：.限！？党政 F主υ，M1りg；ト二 j

h 保護貿弘υイl1‘与をは J きりミ ・tl・－，，－＿－＇、ふ υ こ山

結果生じた輸「Ul詩i吉山変化を第 7氏、第 8去，

:1 ll'.] ::: , ) hミむことがごさぐle;

I主主＇， j:J,Jl(i:J/1','j二日でい， 1%3午を転機にその商品

協F~に，~，）；数な変化点、あ「 ，）. ）れぐいら。すな，lI t), 

-)tiι＼／， (i) l仁平は順次減少LてL、ふ以fiii, T'!f製

1',h＇士山1！坊がJiこWlJJIIL，：＞，、る n 斡11！の ~i,il/ I＼かr,;J;,ri.:；、

｜洋10'¥,f｝，卜じ，) J付加｜与をJニ！i杭てきた）J;(f人iι 二こにあ

リ fこc ぞυ）］業＇Ji1i，ちをお¥111•JIJ に分間すると；~；8 f< 

υ）三と：ラ 1!1手i：斗；：l山／；、r

Lソ、一k ゴ）？色品｝白~Jlt l在1'.'.11 jδ＇＞ 亡L、ど） <j .~ c'）；二：fl:i ：・：＜［；ニ

l；れitう .flil1/l1，±宅；：1f可，＇，

l：を山め、そν＇）うわの 7i'~1 r iが軒T'f:'1{fi；＇，であら

とL、←i’ド：むよ，輸出店＇fir山情成方i単純で引H•t集約r'i~

商店lであらことを特色としてヤ ζ）0 

これに士、jしご輸入日jJ.jJ制土強化していゐにιか

かわ r',-j'' 総f字以Jiこ2、I将し －，： ＼，、る（応リ夫参Jf(U

経済括!11速度をJラ！肱こし寸LJl；よさi こととも見

なされるが，米の輸入が19制作ーから i位5000)jト

／レru：：二 j主して 1ィ、ることは法~！に 1[({-j- る。天｛氏不

！｜固による不i午、凶作の影響ともとれどらが根本的iこ

は農業投資の不Jι 農業部門v> 1\H発のおくれ、~＇l

産物生｝明日の停滞を端的にあらわしてし、ふ。これ

は，工業化を性急、に進めるあまり，なおざりにさ

れた農業ぴ〕不振が経済発展のブLーキにん：ってい

ら一而である。

他}j, 仁業化政策の推進によ ・）1て機械類， u;z材

料の輸入が激増し，これが桜i入激！？？のおもな原肉

Bf;3区i l，要論 I+＼市川

: 1969守I!U

1,: /c L c •，、：， ο

貿易山iiJ HA ¥JIJttli I戊全部I0友で九ると、 llJtilJ{f-Ji 

ではγJリJ;1,,1: r 4ifiW＼がぷ．川らと断然、多く、 11 4: 

1,,1けが：刊） ＇~！＇）！，，でこれにつぎ， l両ilJ、iで全体のt1Y.:i%

!,: ,1 i めぐ！ィ、ふふ f{i',j入ではii本から11. :l＇；｛，，アメ！｝

り＇.！＜）.l'X，をこれ立に :zI弓で70.4%に達してL、る。

二こに料lhl紅流山米ii 一辺倒の傾向が貿易rfiiで住~

；.，：；しなf1Mif'と／（マ γC点ノハ,l1;Ji，ごいるυ 111J(l)rミ坊が

愉ill,1v1ri人1/1iコ；：Jiとれl"fl悼の1'-iめる比Jliがj品！立に

J',"J大すふことはけぺ／て好ましいちt匁ではなL、。

こうなと3と， HI二Fl斗の同内経済事＇ frfの影響をU'H互

に強くうける二とになり， 8住iの貿易政策の自主

的起用を国難なんしめる。政府は早くから市場の

多角化を強調し，積極的な経済外交をすすめた結

民， fit&相 f.ligは数では98カl:ffiに達ーする位11）。し

かし取引主総では微々たるもので，日米偏向は実

m'fりには一向に是正さ；／1.,ていない。

！要するに，貿易政策の効果、が商品別，地域別構

成にあらわれて U、るけれども， tl標の国際収支改

汚にはそれほどの寄与はなく，依然として貿易構

造の不安定と脆弱性が残っている。

27 



1971090030.TIF

F

晩
、
リ
一

9
4
A
2
9
1
J
4
J
i

一
一

川

口

山

品

川

伽

ぷ

仰

秘

伝

抑

制

5

一
！
一
1
一

川

一

旦

－

時

巴

医

院

院

院

阪

K
L
1
1「
一

V
A

一、
iLilli－
－
寸
同
町
引
判
吋
訓
州
問
削

l
i
t
z
－0

5

8

一
4

－
一

切
一
業
一
額
一
点
的
川
淵
刈

m
m刈
n
M
m
m山
一
包
一

U
一

－
h

一

一

1
5
9
5
2
2
9
1
6
5
3

－
9

一

一

山

主

一

金

！

日

6
け

お

お

総

出

総

ム

一

一

ぃ
コ
引
川
一

j
i
－
－
1
4
j
1
4
1一i一一
J
J

一
物
一
齢
一
情
一
応
湖
町
品
川
叫
問
主
J
M
Q
d
m

一

一

一

f
－
判
｜
一

4
1川
』
4
4
1
d
i－－「一
i
寸一

豆
一
構
比
一
抗
告
M
m

沼
市
日
ゆ
8

7

5

一－－｜一

i
｜一

一
I
l
i－
－
寸

H
H
H
M
W」
ハ
引
則
自
叫
1
科
目
J制
｜
刊

1
1
1
州づ
1ω

コ

一
広
一
額
一
位
州
m
m前
川
町
は

ωω
閉
山
湖
町
問
。
～
し
一

五

車

’

’

’

’

’

’

’

’

’

’

つ

4

r

J

一

一im
益

9
1
8
5
1
7
4
7
1
1
3
一

5

i

一

一

1
1
1
2
2
1
1
4
5
2

一

一

絞

寸

引

川

1
1
1
ρ

引
叫
什
斗
引
叶
」

l
一

一

一

一i
E
V
、前／
O

一
4
7
6
1
3
2
1
0
3
9

市

一

一

：
一

Y
増
川
U

一
J
A
5
2
7
8
5
4
一
2

一

一

一

：
一
三
』
叫

i
一
回
訓
刈
刈
訓
刈

1
1引
ι
j
l
コJ
1

コ

出
一
週
一
構
M
円一

η目
白

川

片

付

川

同

一

一

i
一

一

9
5
1
d
4
0
H
G
4
H
2
1
1

り

L
1
8

一

’

暗

闇

4
5
9
7
5
1
i
1
5
5
0
0

｝

九

戸

「

純

一

水

宮

内

，

ρ
J
A
H

’A
7
F
J
J
バ

ハ

刊

点

山

刀

メ

一
I

外宜

1

5

7

2

3

4

4

7

2

0

G

7

t

i

引

｝
一

1

1

2

1

1

5

5

6

2

1

E

京

寸

副

川

！

2
4
3川
叶
叫
叫
叶
寸
叫
引
」
！
［
「
！
一
－

4

両例

γ
L楳州
vfno
－ウ
4

内JFD
ハリつ
J
1ょ
A
せ
戸
b

A

リゥ
i

ウ4

一

一

い

造
可
一
増
作
一

m
u
m
－

6

↓↓
2
5

↓2
3

一

一

知

一

J
川

l
d叫
叫
刈
寸
副
引
到
寸
刈
列
斗
l
」

i
j
i一
1

陪
豆
一
構
比
げ
山
山
川
幻
日
凶
け
れ
リ

4
4
4
3

一
弘

一一

1ー

ー

i
い
H
I
l－
2
2
5
d
i
U
仇
プ
l日
l

H

l

つ
ー
コ
携

の
h

－

N
N

ォ
7
開口
4
‘
。
ム
ハ
れ
パ
リ
；
了
向
け
A
4
0

・…

3
1

E若
命

社

4
－
け
］
ハ
リ
内
／
“
民
d
h
yけ
リ
パ
h

n

t

1

4

2

H

H

：
一
差
”
金
人
つ
J
U円山

L
Z
F河川

ι
ー
し
丸
伊
川
町
一
日
は
済

』

E
t

一一

I
l
l
l－2
1
2
2
1

一
一

T

乏し

F
寸
伺
川
一

4
3引
4
1叶
4
1ー
コ

！

ゴ
J
J
斑

「

心

Heふ
Z
o
J
1
1
1
2
2
Q
U
1
9
1
0
9
0
h
f
E
I
J

f

ムH
L
F（一

2
5
3
3
4
4
4
4
4
3
4

一

一

十

下

表

一

批

惜

し

！
l

i

l

i

－

－

i

l

J

L

J

一
仁

7

一
一
枇
川
一
川
一
川
一
山
川
一
M
川
川
川
一
M
M
M

）
一
隅

第

一

計

相

μ
い

u
k
m
m仰
い
い

1｜
川
川

l

i

…
畑

一

1
1
1
1
U
G
－－引円
J叫
川
川

2
0
n
1
4

一
I

一
円
も
い
止

一
【
額
一
日
出
叩
戸
川
刊
川
叩
山
田
川
』
局
四
戸
川
戸
山
山
川
川
一
世
一
九
一
一
山

↑
十
一
、
リ
2
2
・h

4

0

0

5

H

0

2

0

4

一
2

一
i

一
一
金
一

2
3
4
5
8
U
M
m
お
お
別
刊
引
↑

q
h

一

一

同

一

一

、

J

一
Jh、

一

リ

川

1
1
2
3
4
5
U
7
0
n
9
0
り

い

一

大

匂

i

i

一

五

h
hリ
6
6
6
h
h

いい
ugh－

h
7
1
U
J
〔

J
い
印

一

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
1

一1
四
回
「
町

一

I
I
I
－

1
1
1
1
1
1
1
1
（
士

1

打
以

一

十

指

数

〔

λ

り
一
川
一

ι
J
一
必

4

ぷ
一

3

6
・

A
一

…
…
一
橋

Z
L
一

寸

創

部

両

初

出

一

∞
一
増

U
一

一

一

一

一

壮

一

言

L
4
）一
8
）
4
）
ロ
）

l
j
2
j
1
0一

組

宇

一

戸

J
ο
i
O一
1
4
8
H
7
1
8
2
5
3
4
引

1

主、一円
ud
一パリ・〔
d
L
Q
u
・ハ
0

・ハ汁・

υn
・円

y

－・り
J

（

イ

一

｝

：

：

i
’1
1

一
6

一、
ωm
一7
5
1
G
4
h円
吋

（

h
（
7

t
ゴ
印
山

一
3
J

一5
1
一2

一

円

凶

／

＼

一い一日」
1
I
L
I
－－一

一
一
汁
）
一
7
〉
一
日
）
H
1
5
）
↑
リ
）
9
）－
l
）

翠
札
一

8

4
け

9
4
2
6
2
コ
4
5
4
7
4
4
4
t
t

催
階
一
i
Q
じ
り
・
【
0

・
2
＼

9

5

・
3
1・
H
・

3
F

一
正
、

υ
’2
斤’

o
’
o
’
り
’

o
，n
u

7

一
3
J
J
h
ハリハフ（行，白〆
k
l
（、

l
f＼

2
r
k
l
r
k
7
i叫
Y

実

一

日

一

お

れ

一

一

一

一

3

出

「

1

一B
I
L－
－

s

「
l

i

l
－

－

I
l
l
1
1
1
1
1
一

輪
一

i

目
的
川

ru
一幻

η
山
、
川
川

WTω
ぬ
却
、

ω
m
N－
h

ー
は
け
・
ど
い
・
・

1

・
J

・
5

・
2

・
H

リ

H
リ

M
G

ベ
リ
’
2

ー
人
げ
り
’
HH

’
o
’
o

！

7

7

B
一
9
訂
仰
心
〆
（
一
l
（

（

2
（
i
（
l
（

μ
υ
ω

3
L
 

類
一

1
一2
r
＼

↑

一

久

v
p
b
 

－白河
U

腿
一

6

刈山川

mutuの
一
品
川

J川咋
J
O
一
却
の
十
州

；一

6

J
）
川
河
’

L
m
J
I
H汁

J
C
2
H仇

J

2

i

一
｝
ー
か
れ

i
，i
…2

r

t

f
！

〆

t

7

リ

業
一

u
m
M
l

：

年

表
一

5
一

L
3
2
w
一

汚

ぬ

の

一

立

一

一

m

r

しし一

6

一イいけ

J
H
7一
…
同
作
し
リ
ブ
i

一

汁

仏

ふ

り

ば

t
一
9

わ
1
I山／一
l
（

は

L

（

山

川

w
r

第
一

l

u
（
J

一

ー一

1
L
i
l
l
i
－－一恥仇

ま

一

額

一

品

類

舶

鋼

一

ト

一

料

品

一

l
椅

ぅ

一

紘

一

製

【

ン

一

世

一

一

店

削

れ

判

一

い

リ

川

コ

一
同

1

メ

主

大

ツ

一
一
J

け
て
一

y

一J

カ

一
一
製
一
戸
f

一

機

船

一

鉄

セ

一

肥

一

工

即

〉

一

一

主

一

業

一

化

一

｜

｜

｜

出

注

て

し

一

工

一

重

内

訳

軽

（

（

3. タ卜資政策

第 1次経済計画の実施時点では少額の米国公共

借款を除いては，外資導入はかなったが，計画の

進行に｛料、外資需要が切実になり，政府の涜致運

動の結果『外資導入は所発fじした。ただこの場合

28 

長年の好ましからざる国民感情を配慮して， 1964

年までは政府は対日経済接近を意識的に回避した

ため，日本からの外資導入はみられなかった。

まず，外資導入状況を第11表，第12表によって

検討してみるといくつかの特色がうかんでくる。
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（出所） 大韓民国経済企画院『主要経済指標』。

(1）公共借款，商業借款，直接投資ともにアメ

リカが断然首位で総額10億ドノレを超え，すでに導

入された外資総額の 3分の l以上に達している。

日本の勢力が韓国から後退した後，つづいてアメ

リカが軍事，政治，経済面で絶対的な支配力をも

って，後見人的役割lをつとめた事情からして当然

の結果とみられる。

(2) 1966年以降，外資導入が特に活発になって

きた。計画当初は，必要外貨確保のため，最大の

優遇と安全措置をもってしても容易に確保できな

かった外資が，経済計画が順調にすすみ韓国経済

の将来に明るい見通しがつくと世界の関心をあつ

め，外資が積極的に韓国市場に進出した。

(3) 1968年からは， IM F・IBR D・ADB 

等の国際金融機関からの融資に成功した。これは

韓国経済の将来性と安全性が認められたことと，

先進国の国際経済協力体制が前進したことの反映

というべきだろう。

(4) H本よりの借款は商業借款が公共借款の 3

倍以上に達しており，おもな投資対象が初期には

繊維産業をはじめ軽工業，もしくは輸入代替産業

であった（注12〕。その後，セメント，肥料等の重化

学工業にも，日本資本は積極的に進出し（注13〕，韓

国経済がしだし、に日本の経済固に組み入れられる

傾向が顕著にみえてきた。

アメリカが公共借款を主にして，社会間接資本

に対する投資を行なっているのとは，対照的であ

Q。

以上が外資導入実績面からみた特徴であるが，

政策の方向としては，開発初期には政府保証まで

して外資誘致を図ったけれども，韓国経済に対す

る外国の危倶感はぬぐえず，したがって外資導入

は短期・高利の不利な条件で行なわれざるを得な

かった。韓国としては，外資導入が必須条件であ

ったので，極端にいえば条件・効率などを取捨選

択する余裕はなく，ただいかにして，所要外資を

量的に確保するかが問題であった。

その後の韓国経済の発展，これに対する諸外国
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3次産業部門の拡充の結果とい

うLりも，！？干葉山体の不娠に上る萎縮であグ 3たo

・WL経済計l両信！のul#l：である“食糧の自給”

とlt j_/J'iに年々lEくfニL、広量の食1量輸入が J ド〉き、

これl土三 ｛欠，. 
もし、十i(l J ，・，司二ゴ）ことは外資導人ん，輸入代待産業．

特に繊維売業の開発に年tl11(Jf~ 1,,]ft ,・,7 lたこと合

立IIJ:L ごL、ゐ

強展i金上佐Ie) .l‘業（l二J攻；n山第 l段階と L Cqf{:L 

また全〆人iiの

ら；1;1J以ヒを rljめる農民の所得は宅 1965年から69年

までの 51下院J, ,j,ずかに 4.2ちらの増加にとどまり

i五！際収支悪｛ヒの：七回全な Lている。食品川工業を ii~ぶことは珍し

1，＇こと ・r:i t 7( I, '•; :w国山崎台it、ケト111資本・肢術

＇，（！）依存肢が 1＼：小、f二けに，輸入代持時二誌に i二力を

業， 特iこ織＊jf:，卒業，

コ虚構造を一回深化させてL、る。

宅jするに韓国経済の高度成長は，農村購買力と

いう底辺のない逆ピラミソド型の不安定な成長で

あべたと L、えようり

Iiト15)外資

を輸出と直！（，古ずる前；↑l引二11主fl!f1d1(Ji二ふ：Jむけど〉マこ

｝たっ軽工業に Lても、注ぐことカ‘問題であ

,t.ニ＂七ょ J
こ三 ," c＼勺

次に託会rr!H妾資本は五十！尚i予定の構造比39.4%を

6.5%も上1，せる／Jえ耳！：：i-あげているο

量化学工業が投資事長J二比例して司い主f二F!J:: f主実

績かのびて＼イ日、山i士重化学工業カ・［三事fiの￥土資企

建築部門のfrドび、が特に円このうち発電， 1軍輪，

そのうえ資本の懐好期間方、li:v、ことか

原［ljであると f鮮される r

これで工業主導型の発展とし、＇）て点、軽工業一

消費財工業中心であることがは〆〉きりしてきたっ

必要とし，

立づている。これは政府方、、お平く， f士会問妓資

公共借款の大部分をこの分野本の不足を痛感し，

この

失業率低下にも効果的

3う

に積極的に投入したことによるものである。

：午前lljの投資は労働力吸収，

2次f;!・f!i1¥（／）口原 （l 

は：け；ι業の，J阿構造l七：，4.11でふ）壬ド 1，：い1、；h;-;,J、Lてい

t主水崖部門i:t構造面引士，
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第 19表 箆望書品目 の生産実績
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（出所）大綿民国経済企画院『経済「1番付録JI,1970年れ

であった。しかし，社会間接資本相互聞の不均衡が

効率を悪くしている。たとえば，ソウJc 三山

聞の高速ill:路Uしても， J主戦交通機関ー 港湾，

地方道路網←の整備なくしては，高速道路の機

能を十分に花押すること；上でさ；ない。 tll界銀行が

高速道路建1i立ノE先行投官；こすFると融むを断hっ

たのも一理あることである。建築部門につし、てし、

えば，ソウルをはじめとし大都市には，高層建築

がならび‘刊行Iiの周辺iこは，豪華住宅山建築ぷ盛

んで活気を皇しているけれども，切実な庶民住宅

問題は一向に解決されていない。

しかし市力は，第 1；欠；n~rn以来，軒続的に拡

充，補駁＼ :; ;/ l、工業発展に見｛＇.う必要電力全確保

でき，時間送電，休電が解消したことは大きな前

進であった。最近は，火力発電のほかに，水力発

電に重点三おき，発電cn:111・に水害防il二，：：ruif't, 

淡水魚養殖等；二手I］用できる多rJ的ダム主主主試し，

河川流域の総合開発をすすめている。

全般的に司社会間接資本は格段の拡充、整備を

みたことは認められるが，生産基盤施設と竺活基

盤施設とでは格差がはなはだしく，また生産基盤

施設でも，相互間の連繋，補完状態が悪く，せっ
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かくの施設が生産効果と直結するまでには至って

い，＼、い。社会r,¥]j走資本における整台性はその機能

μ）効率性を決定する触である J二と玄強調したL、。

(ii=!) 臨時特別関税法

[,tj 地fj令1964年 6H 12日告示。

（け 2) 外L＜九f人・ff理観定の改 II, (ii・ 務部告小；：-l6l

1964'f-ll JI 271；。

〔1主：-l) 小tJ・J判ヅ＼編『アジア，諸問の開発計画と貿易』

(7ンア経済研究所11付平（！42年），7～8ページ。（所内資料）

（｛、 4) 小ょ：J (:', 1'," Ir低側発l＜ヰ clll"(l,i;』（主JJi;,i: r,;, 
11,'{!•ll3Y年）。

(; 1: 5）対十；／， : ', Iート LilI yし :118ウォン（ l97l 

11. 1 ) J :-1111現イ卜〉。 1＇，￥！！資 'Afiは1970年 lトザノι240ウォンか

ん19711ド260ウォンに，；IきI：げられたn

(i6) 法ヘH:-, H施行令議441さn

（川一 7) 法人f討が冶12条 2JJ{. 

所付税法弟19条 2J月内

Ci iニ8) 関税法第；l2条 1」ん 2.i:針。

(il 9〕 ぬ-i¥C'〕対日輸出，生糸の対米輸出はこの例

iる。

ふilO) Ne山tive List System ，•，採用。 1967 'I 7 

Ji 25 II。

(iHl〕 大枠L(l,t,J，経済企画院『経済白書』， 1970

{1, 287ベージ η

(iH2〕 ア／ ；・れ流研究所五千凶l1ih)J調査室編『アジ

川りける先；rnぷ［；！； vノ進出企業』（ ,・ ＞ア経済研究I{' 

1970ll二）5ページ，42ベージ。（海外投資参考資料特4万）

(il:ニ13) 西 和六＇.fI『経済協力』（中公新書，中央公
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Ⅳ　貿易・外資政策の吟味
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そのため政府は緊縮財政と金融引締めの

強化によって呆気の沈静を図ったが第20表，第21

あった。

表であきらかなように，製造業部門では著しい生

i引氏 1，~企よJミじ，金－ -5 まりとと ι に失業J宇治‘上昇し

く不況の気配が濃厚になってきた勺
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lり5%であ汁た門 （佼キ！） 大￥章氏国経済企画F立『経済ド1行』， 1970年。
時［1'1銀行『第20次年次報告.1 (Seoul、門的年）。
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経済与件からみて外貨に対する欲求は織烈で，

の確保し、かんは死活問題であった。そのため政府

：土輸／＋＇，による外貨獲得と外税導入のためには，多

そ

経湾企画院 ff（済1・ J＂！｝付録』，（資料） 大t；毒R国
J¥170ij：内

その影響のため72年より始まる第：n欠計画案で

は経済政長率を年平均8.9%と控えめにしたほか，

たび重なる試行錯誤によってもたらされた矛盾の

調整に主眼をおく根本的修正を余儀なくされた。

貿易政策の強行による副作用の具体的問題点は

次のとおりである。

犠牲を払うことも仏えて昨，引い、積極的態度

でのぞんだ。

二山基本姿勢が貿易・外資政策iニ具体的に反映

した結果， 1970年には待望の10億ドル輸出に成功

し， 30億ドノレの外資場入（1970年未確定分累計）と

なった。年平均40%以上の輸出増加（注1〕を続ける

ことはけっして容易ではなく，輸出目標額達成の

ノ、

輸出奨励策に便乗し，採算を度外視した盲

f i輸出で目標額達成だけを狙うので，輸出産業の

合理的な経営，健全な発達が望めなし、。手厚い保

(11 必要外貨を適時

はじめて輸出が可能に議と過！主の禄償があって，

こんな非正常な輸出では永続性がない。なった。

低簾な価格だけを利点とする輸出拡大は早晩ゆき

訪致するために可能｛（各種山手段が＂葬ぜられた。

そしごこの困難な目標を達成すゐとi司時に，第2

i欠ろ：1；年計画を 2年繰 IJ U fてj主fえするという難

作業が強行された。

こうした強引な政策の遂行は深刻な副作用を対

内，対外面で誘発した。 1969年から過剰投資，長

ために総力を動員するとともに？

また先進国市場でもこの点だけではメリづまり，

ザトにならない。相手国のグンピング規制もある

二とどし，変則的な輸出は許されない。

そ

（！））.よ正が論議された。問題の根付；iHt実にこの点に
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39 



Ⅴ　政策修正の方向
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解決手段として，政府出資によって企業経営が行

なわれていることは認められるけれども，今後在

韓米軍の縮減，軍事援助費の削減傾向を考慮にい
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s:-; , 軍事費の自国負担額ぷ） 1•；，｝大が予恕され，
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経済(r:)tJil淀rfr';/i1' I j；』，1970年。 したが寸て、政府の企業投資も限界にi生した感が大韓民国

民！日i主導塑の経済体制，，び人七＼j主／（転換が考あるまた投資配分iこ，＼＇）た

なす農業、水産業部門か軽視占れ， Jl！注村窮乏化を

, ,: I；；花展の基盤をある

).,,¥¥: .~ ~:, J之さであろう。

裂するに，経j斉開発政策の強力な実施により経

済社両目標は達成されたけれども，民間のたj・政府

依存は脆弱な企業体質をつくり，他力本願的な風

潮企 llfJ成した。たとえば，国内幼稚斥業14~ ，＼を措置

工業発展の基礎を脆弱ならしめている。

かくて農工聞の不均衡，：喧軽工業聞の格差ラ大

企業，中小企業聞の不均斉，輸出産常と一般企業

1/ll口不平等など二重構造は多！主化！てきた。

きたし，

こ0)

企業の1&1去につれてt fてv工輸出促進策lこしても，ぜ,'i土しい産業構主由宇溝正し，着実な

i'lvi次九triノレし、企業の自力士長養，，と：i秀i淳一中ることがi圭にじえ偏するためにも外白山通iik配分が必要で

外国資本との合弁，外国資本の直肢投資をひき

つけるために必要以上の優遇惜盤が講ぜられてし、

る。すなわち外国人投資作業に対する法人税，所

得税、財産税および（f,Ji日 IIfi叶悦に対する減

免叶l官｛注3）が一律的で，イて、llfι恩恵を与えてし、る。

や1jをあげれば，業種i二上 i)f;i乙t刀KL生産までの

懐t任期間は一定せず，企業の内容も一様ではない

にもかかわらず最初の課税起算日より無条件に 5

しかるに，優遇措置It }~l ・・ pて年々強

化され，企業はこれによって支えられている現状

である。保護・奨励策は本来，瞥定的な育成手段

ト τuι －÷ Jレ サtf[安にrのの 3k，〆〉たれ

外資に対する優遇措置の再検討(3) 

これが恒久的に定着すとして利用すべきもので，

！陥Ill滑｝JIいf'

I I h、r I I I i 年半
！”と I6 ¥ I 64 I 65 I 66 I 67 ! 68 Iゆ均

%1 泌I %1 %1 弘i%1 %i % 
48.8[ 43.21 49.3[ 41.71 40.21 :19 5[ 40.4' 41.9 

Ci: 2) 貿易取引法施行令 (1969.1.6.改正〉

白!3条に輸出・寧納（現地米軍）・金売却・用役等によ

り猿／..l｝米向20万 lノレ十ll'M額に達した主義者に輸入権を与

〆ることを規定しているの

（汁： 3) 外資混入法第15条 1,2、3,4明。

(iH) J;,'.JII 英・矢野誠也＊~！『アジ fA阪の経済

J tと開発υi函（下）』（アジア紅/11研究所， 1%9年〉，

れif'＇企業の自立的発展は期待できないリ

（ィ i二 I) 

このように一律に扱

うことは不公平である。外国の投資企業でも，利

潤のあるところには相応の諜悦はさl：%＼、であり，強

いて正当な賦課権を放棄Lて宝で伶白を求める王室

年聞の免税を規定している。

政策修正の方向

とくに発展途上国においてその経済政策が成果

をあIfるためには，政策自体の妥当性と強力な行

政）J心支援が必要である。し、ままで，幹回は行政

}Jの強化によって，政策の完遂を期す方式を多く

17り～18:lごン。

V 

出はな L、。

政府投資の増大

所要資本調達面で政府貯蓄のウエイトが大きく

（注4）主要基幹産業一一精油，肥料，鉄鋼 【は国公

営である。長支近，公営企業の民間払下げが逐次行

(4) 

元来企業（）本質上国公営

；：土好ましくない。もちろん民間資本不足の当面の

40 

なわれているけれども，
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主：泌i次 i、降， ii~］撃しち正｝［a;な企業活動力、て、さる地盤

全つくるへきである η この；t行条件として，私的

役曜の陽性て｛じが行Jケ，；／ ,,i Lねばならぬっ私(t(J{t＇，｝訟で

~h.JdL ；；，ばくにいた't{{i；－： を公式ルートに1¥lzllx.す；／1.
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て，公定i三千l]J.、j、i：の不、1利二Ni/rill・企徴収するとと

士1/i':’去三宇；うけ

付！仁ii二J..;＇、ては為干干しート土企手 l]f.t友長山関係

にふふ｝為iキレートが安定すれば，金利も 1，・がり

長干すが1-.iJ込ゐと九千干しートもIi議i:lすぶっゆえに、

力作／ート山1Jfi.:iじと {i刈1ui1盤以PJiilf'に行心，j;;/L 

;{1'.l.¥:t'，／川・， ・11.'i'I下Jh：ゑ＇f]Jを/J;ft＇て、 f{yfih: !,~ ill' 

延し上f二i、処ii"tをjこが） （》うことは（ j ＇し什＇ Pffc

；上人－ ，，、＂ ii 11＼・/:c経j竹急織を〉くるjこめに七処理！十

人さ！日i極Cんふけ

江：：ji，二；主Wiせ：’人を｛古i必｜下1(J；こ.ifu,y: 

；支祢Iリ人IJ{W・、F

l',i'.1｛，に布， lj.Jζ＇t ，.＇）’（dl投快工f長：＇，l¥111J, !i:: f位先的

に，／fIせすることにな J ，ごL、己主。人以Jtiii.i~ (T) 't't的自i

'.!'. li:）絞す J主とさ，料品人は技十FiCっちi1~］がJ己く ;t':j/'£ 

c,J-,t弘、：t'(こむj自｝.／：.：できと与と δ）.しているので、肢体jそ

陥ドv~i'r'.J rこ’詩人 L' ｛）巳賃金山メリソト会i,f,用すべ3

とあふυ タ1-lfJ肢体r:t，従来は外資tこ付帯し ζ導入

~- i i、；主体ii：け c/JJ尊入はあたかも外貨の浪1~，ーであ

るかのごとく見江主;/l.，その導入手続きも：JI常l二

桜祁：ごあ J Jた。しかし外出技術の活用は輸出競争

にむけゐ低位左京jl反する。一般的に，輪出のJ広大

I t技術，））変化れ上びJ交；l'.tを京！Ji敗し、さんに他び〕：＇お

111)1.：上で；日要企及ぼ－J三とによマにてラ成長iこiftく

,,, '.'; ，土 v、：！ J ~ l円、る。したが，て誌や1:j導入に消極

的 C(上＼Ljj深紅i存競争に'i存伍するお二＇..＇ 1.liう：ある。｛！1;;

Pk' ＇.＇.＇.，~7訂正労働力で，投1,1言に 1\i"Tできると安易に%
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その瞥戒的な国民感情をよそに，

対ii経済対t帯はますます強化され，米国の繊維問

題は米国が韓国の主力輸出市場で、あるだけに大き

対外的には，えることは誤りである。

件国では経新計画主砲以来，採算その他の経済

的犠1生を1主外相して前ii/11目l;;i達成と外t雪Ji{f保にう？

ベトナム特需も漸減するなど

国内外の経済情勢は必ずしも韓国にとっ E有利に

展開していなヤに

このようなむずかしい情況下で，産業構造の高

度化と農工併進を主軸にした第3次経済計画が決

い影響が予想され，

この計両で，輸出増大は社画達成の維rft定Lた。

目標年度の1976年には35億ド

この飛躍的な増加を成

力として重視され，

ルの輸出を見込んでいる。

しと：プるため，輸出商品構成を軽工業かム重化学

製id，に大幅にきりかえるとともに，東欧共産聞と

も通商をひらくなど，積極的な市場開拓に乗り出

し穴、だが輸出商品の転換はむずかしU、問題てあ

れ海外市場も流動的で必ずしも楽観できなし、。

またこの計画では安定と調和を基調に産業構造

のれ郎充実を図ると同時に経済成長率，投資不，

その之めかずかずの；；f,t!fが湾Hとする結！誌をねい

たη

今後は経済の合理性と妥当性を追及する適正な

貿必・外資政策を実施寸ることに上って正常Jシつ

着手：九五政策手段な講仁‘安定！なな経弄発Mを促進

することが重要である。

(1主l〕 第37次外資iti人審＇＂妥員；， ct宅近〔19691ド

3 r;rnu l 

(1五2〕 キンドルノミーガ－~. Lli本 U:d＇.『外凶貿

易＇ I司氏ff宵』〈？イ灯、 196:H〕，れらベー〆

いちおうその目的は遣したとはいえ，めたため，

び

海国経済は降If陸丹・心安1C:,J• つ，（：j度k I: 

昇ーする一大転機に直面した。そして第 2次経済誌十

画の 2年繰上げ五成は，結果的にみて各部門に強

いまや，

1要 f五郎分ぷ実現可指な数値iこっ！

しかし，輸出額だけは外資償還と

外的；n.入信i等，

き下げられた。

た，＼ ！~~的／；：，！.立業 l/!iI i標王デルどはi互く里；悼し，

の採i係からほ初のd十函iどおり ＇｝［施jることにな pその償越負

造をつくりあげたけ

外資導入はすでに30億ドルをこえ

担か毛大rc¥J司として注ilをひL、て：，，＜，。，；＇：；金手 IH -u、る。

外資償還は（V ・（注2），第23表参照〕 1972年に

は3億ドノレ以上に達し，負担率も15%と計繭期間

中主主大となる。韓国がはたしてこれに荷Jえるたけ

物価対策とともに，早懲に解決をせまられている

問題である。農業の不振，農村の疲弊も深刻で根

本対策が叫；fれている。
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の経済的ポチンンノ （ l）子 fをもって L、るか百かに

上｝て斡凶経済の明暗i土決定され上う iヲ

とこんで存在肢と安定は：Hti--'fJ:心的で，そ♂）ぷi干ll

v＇） とJl f二日記長tU~！｝~＇＼でふゐが， さ,j) cl、て難題とさ

れてし、る）従ヰし安定対策itご一次Ii句，：＇，情極的な

；廷！式策，J礼とくにnit見tされてさたっ加之亡、行政的

督励乃：J)Jを）2o'l, I社両H僚は達成し／：けれども，

偉l司経済が内包十どJ干fpi土二（／）j品rn-c~ 'ii L 、~

:IT 

くの摩陳と札機がめどちはじめている。最近決定

をみた抗；1次，ll私［ ( 1972～76）は，まさにこうした

問題に材処してがi国経済の安定と発版企めJした

ιのである。計101if'J体、とくにその実1k:にあた J , 

C，伝統（l-1t.c非能率，不｛t-理性を克服し亡、経済

白煙的以方式と手段によ.，て経済の成長と安定！））

岐点をi白及することが肝要であんう。

( 7 ＞了従1/r研究所mi外存長iuf?-dl ・ ¥ 
¥I民 ，＇t託 illk学 校商科大 F下部殺伐／

正

本店、：：n12在7けの 11:JJ;( ぃ；f、現i也報；1n・;t ZJl'ill ’le 凶＇i］紹介に以下の上う／（ ~1;.\ りがあり主したので~f1F lとおわ了F
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